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(SAD; Sum of Abusolute Difference) を用いて周期を推定す
るアルゴリズムである．i 番目の入力データを xi，入力デー
タ数を N，推定する周期の範囲を T0 ∼ T1 とすると，ある






となる．入力信号の周期が t′ であった場合，St′ は最小となる．
つまり，St が最小となる tを求めることで周期を推定できる．
図 1 を用いて説明する．入力信号の周期が t′ = 4 で信号
は (2, 4, 0, 1, 2, 4,…) であったとする．i = 0 の場合だけ考え，
t = 3, 4として前途のアルゴリズムを用いる．結果として，t = 3
の時 S3 = 7，t = 4の時，S4 = 0となる．最小値は t = 4であ
り，t′ = tとなるので推定成功である．
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およその周期を推定する．図 3 では間隔 1 でおおよその周期を
推定し，5と推定した．第二探索では，同じメモリ領域を用いて
細かい粒度でより正確な周期を推定する．図 4 では間隔 0.1 で
細かく推定し，5.1と推定した．
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